




































































現天子が “文工・武王"の長 史 塙 盤



























































































































































































































































































































































































豊田 久 :成周工朝と「上下」考 (上)
1371.李氏前掲論文,153頁。唐氏前掲論文,24買,注④,⑩。襲氏前掲論文,28頁。白川氏前掲書第50輯,357～359
頁,368頁。
1381.徐氏前掲論文,143頁。李氏前掲論文,153頁。
00。荼氏前掲論文,28買。白川氏前掲書第50輻,359頁。
10。朱捷元・黒光「陳西省博物館新近徴集的幾件西周銅器」文物1965年第7期,など参照。
1う。神秘的なる範疇に属する「上下」諸神と「天命の麿受」の関係は,注(1)の拙稿,429頁,参照。
tり.徐氏前掲論文,143買。李氏前掲論文,153買。襲氏前掲論文,28買。
uO.呉大み・羅英傑「陳西武功県出土・駒父編蓄」文物1976年第5期,など参照。
電0.注(1)の拙稿,398～401頁,405～406頁,参照。
80.注(1)の拙稿,405～406頁,参照。
90。注(1)の拙稿,406頁。注②の前者の拙稿,204～207頁,後者の2～3頁,参照。
10。注(1)の拙稿,参照。
10.『儀礼』少牢鑽食礼に,宗廟祭祀に対する「神」(F)の部辞に,“年穀の豊穣"と“眉壽高年"が言われてい
ることは,同型として注目される。拙稿「成周王朝とその儀礼―「王」と臣下,又は神との間の意志の伝達
方法について一J史滴1991年第■号,28頁,参照。
80.注121の前者の拙稿,235買,後者の拙稿,参照c
1501.注(1)の拙稿,450～452頁,参照。
60。注(1)の拙稿,421～426買,参照。
6り.注(1)の拙稿,421～429頁,参照。
6).「旬有」の意味については,注(⊃の拙稿,400～401頁,参照。
60.拙稿「成周王朝と「上下」考 (下)―「上下を旬有して,逍わせて高邦を受く」の分析について一J鳥取大
学教育学部研究報告 (人文・社会科学)1992年第42巻第2号(提出済み)。
60.注(1)の拙稿,415～418頁,参照。
(1992年4月20日受理)
